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本冊は昭和 61年 11月 13-15日に開催された研究集会「i数式

処理と数学研究への応用 (第 5回)」の報告集てある。

この研究集会の話題は (1)数式処理アルゴリズムの研究 (2)

数式処理!ステムの開発 (3)数式処理の各分野への応用 に分類

するのか妥当てあり 本丸もこの順にまとめられている。数式処理は

この 3分野かハラノスよく発展するのか望ましい。本研究集会の初期

のころは応用研究か主てあったか 最近ては上記 3分野かほぼ等しい

割合を占めるよっになった。

本題目による以前の研究集会の講演録をひもといてみると 講演の

内容か年を追って高質化しているのが分り 本研究集会の目的か着々

と達成されつつあるのかっかかえる。特に イデアルの標準基底を利

用した計算法は数学者の観自からみても十分評価てきるものかある。

高等数学の数式処理はやっと緒についたはかりてあり 今後大きな発

展か予想される。それは 単に数学のみならす 広範な分野の計算に

多大な影響を及ぼそう。本研究集会の使命かいよいよ重要になってき

たことを痛感する。

なお 前冊に収録すべき都立大 古川昭夫氏の解説記事 (Groe

bner Basesについて)か手違いて漏れたのて 本源の最初

に収録した。また 集会ては「数式処理フォーラム」て活発な討論か

なされたか その内容は本冊には収録していない。
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